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局地的な豪雨による水害

弘前事業所  大川 佳哲

最近は、異常気象により落雷や局地的な豪雨、豪雪による被害が非常に多くなってきています。

今回ご紹介するのは、昨年の夏、天候が良くとても暑い休日の出来事でした。

その日も午後になり突然雷と豪雨が発生し、多数のお客さまから事故対応の要請と、低圧絶縁

監視装置からの異常発生の警報が重なり、ほぼ全員が事故出動する状況でした。

私も、あるお客さまに設置してある低圧絶縁監視装置から異常発生の警報が入り、原因確認の

ためお客さまへ直行しました。

現場へ到着し、受電設備を点検しましたが、漏洩電流の数値に異常はありませんでした。しかし、

当協会が設置しているⅠgr方式の低圧絶縁監視装置を点検したところ、警報を発報する程ではあ

りませんが、微弱なⅠgr成分（電流）が検出されました。（Ⅰgr方式の低圧絶縁監視装置とは、漏

電遮断器も動作しないくらい微弱な電流を検知する性能を有しています。）

　Ⅰgr探査器を駆使し、原因回路の行先を特定して構内の確認を行ったところ、先程の豪雨で雨

水が溜まり、コンセントが水没しそうな状況になっているところがありました。すぐには排水が

出来ないため、コンセントの電源ブレーカーを開放し、他に水没している電気機器が無いかを確

認しました。その結果、幸いにも水没している機器はありませんでした。

約１時間程度の豪雨で、このような状態になるとは想像を超えており、感電事故等の大事に至

らず一安心するとともに、あらためて低圧絶縁

監視装置の精度の高さを実感することが出来ま

した。

今後は今回の経験を生かし、コンセントの取

付け位置についてもよく確認し、事故防止に努

めていきたいと思います。
雨水が溜まったお客さま構内


